
* 写真は大学HPから引用させて
　 いただきました
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二、 一、

四、 三、

作詞 作曲  江川  功 補作  小野 守道
編       曲  小柳 誠一

日本全国の  若者たちが  京都をめざして  旅に出た

広小路の町や  衣笠山の  ふもとに  辿り着いたのさ

思い思いの  夢をつめこんだ  ボストンバッグを  しょいこんで

気の合う仲間を  見つけては  毎日キャンパスを  うろついた

街には市電が  のんびり走っていたし

腹がへったら王将の  なすびと餃子がいつものメニュー

あの頃は  何もかも美しく  光輝いて  いた日々だった

行く先々で  つまづきながら  やっと今日まで  歩いてきたよ

そしてこうして  仲間と集って  語り合えるのは  幸せさ

青春のひとときを  京都で過ごした  喜びと安らぎを  かみしめて

あれやこれやの  思い出話に  花を咲かせ  時を忘れてしまおう

春の葵祭に  夏の大文字  秋の時代祭に  冬の嵯峨野

もうすぐ夜明けだ  目覚めよう  今日は立命の総会だ

もうすぐ夜明けだ  目覚めよう  今日は立命の総会だ

* 立命館アニバーサリーは立命館大学新潟県校友会の企画制作によるものです

立命館アニバーサリー
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学校法人  立命館
総  長　吉田  美喜夫

　鹿児島県校友会設立４０周年記念大会の開催を心からお慶び申し上げます。あわせて、
貴会の皆様におかれましては、「未来人財育成基金」に対し、格別に精力的な活動を展開
いただきますとともに、母校愛に溢れるご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
　現在、母校立命館は、2020 年の立命館を構想する計画を策定し、 そのビジョンとして
「Creating a Future Beyond Borders 自分を超える、未来をつくる。」を掲げ、選ばれ続
ける学園・大学・学校であることを目指し取り組みを展開しております。現在は、その後
半期計画 (2016～2020年) の具体化検討のさなかでありますが、そのなかには「更なるネ
ットワーク強化とプレゼンス向上」という基本課題を設定し、イノベーションを起こす人
材の育成等の諸課題を、校友の皆様との一層の連携により進めたいという、強い想いも込
めました。
　昨年9月、立命館大学は、文部科学省「スーパーグローバル大学創成支援事業 (SGU) 」
に APU とともに採択されました。国内のみならず世界的規模で大学間競争が激化してい
る今日、そのなかでステイタスをいかに確立し、ブランド力を向上させるか、喫緊かつ大
きなテーマが私たちの目前にあります。そのためには、私ども大学関係者の弛まぬ努力と
継続的改革が大前提ではありますが、34万人校友お一人おひとりの各分野でのご活躍、そ
してご支援が不可欠でございます。
　これまで以上に、貴会をはじめ校友の皆様とのコミュニケーションをより密にできるよ
う、努めてまいります。立命館の未来創造にご協働賜りますよう、お願い申し上げます。

立命館大学校友会
会  長　村上  健治

　立命館大学鹿児島県校友会の設立４０周年を、心からお祝い申し上げます。貴会が４０
周年を機に、さらなる活性化を遂げられますことを心から祈念申し上げます。
　さて、母校立命館大学は、急速に進展するグローバル化、少子化の中において、社会か
らの多様な要請に対応し、不断の改革・発展を遂げております。昨年は、文部科学省「ス
ーパーグローバル大学創成支援事業」に、立命館アジア太平洋大学と共に採択され、我が
国の大学のグローバル化を牽引するというミッションを達成すべく、学園の理念に基づい
た「多文化協働人材」を育成する様々な取り組みを展開しています。さらに今春には、大
阪府茨木市に「大阪いばらきキャンパス」を開設し、そのコンセプトである「アジアのゲ
ートウェイ」「都市共創」「地域・社会連携」を具現化する教育・研究活動を展開してい
ます。
　私たち校友会は会員相互の親睦・交流とあわせて、母校の改革・発展を支えるというミ
ッションを有しています。そのためには卒業後も主体的に母校の教育・研究活動に関わっ
ていくということが重要となります。２０１２年度からスタートさせた「未来人財育成基
金募集推進事業」を通じた母校の人財育成支援の取り組みはその一環でもあります。
　２０１９年に設立１００周年を迎えるにあたり、素晴らしいリーダーシップで同事業を
牽引してくださっている鹿児島県校友会と連携し、「校友会第二世紀」の様々な地平を切
り拓いていき、母校の改革・発展を支えていきたいと考えています。
　今後とも一層のご支援をお願いしたいと思います。

立命館大学鹿児島県校友会
設立４０周年記念大会祝辞

立命館大学鹿児島県校友会
設立４０周年を祝して
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立命館大学鹿児島県校友会
会  長　福元　寅典

　昭和５０年１月、正式に立命館大学校友会鹿児島県支部が誕生し、今年４０周年を迎える
ことができました。このおめでたい周年に 学校法人立命館総長 吉田美喜夫様、 立命館大学
校友会会長村上健治様を始め、多くのご来賓に出席していただき、先ずもって感謝を申し上
げたいと思います。
　誕生までの歩みを振り返って見ますと、昭和５０年以前から不定期で校友の交流や懇親は
ありましたが、支部としての活動は休眠状態が続いていたようです。昭和４７年に松村博久
氏、藤本宗司郎氏 (故)、田平紀男氏、脇田昭生氏が中心となり、支部再結成への道を切り開
き、今日を迎えたという訳です。何にしても生みの苦しみは私たちの想像をはるかに超えた
ものだと思います。情熱と信念に満ち溢れた先輩の皆様方に対して深く感謝申し上げます。
　わが校友会総会に出席された方々から異口同音に「鹿児島県校友会は、自然体でかつ和気
藹々で実に楽しい」と多大なる評価をいただいております。鹿児島という風土もさることな
がら、藤本宗司郎氏(故)、松村博久氏、松山 保氏の歴代の会長様の度量の深さに根付くリー
ダーシップのもと、何よりも校友一人ひとりが母校立命館大学の卒業生という自信と誇りに
満ち溢れている証しだと思います。
　母校立命館大学は、昨年文科省の「スーパーグローバル大学創生支援事業」対象大学とし
て立命館アジア太平洋大学と共に約８００の大学から３７大学の中に採択されました。また、
今年４月には、衣笠、ＢＫＣに続き、大阪いばらきキャンパスを開設しました。母校のすば
らしい発展は、何よりも私たち校友に大きな誇りと元気をもたらします。大学と校友会は車
の両輪で、母校あっての校友会であり、このことはいつの時代になっても不変であります。
　今校友会では、「立命館大学校友会未来人財育成基金」を立ち上げ、母校ならびに未来を
信じ、未来に生きる後輩たちへの支援事業に取り組んでおります。明治維新の如く、薩摩の
地から未来への風を送り込みませんか。結びに、４０周年実行委員の皆さんのすばらしい情
熱に感謝し、大学ならびに校友会のますますの発展と皆様のご健勝をお祈りいたします。

鹿児島県校友会設立４０周年記念大会
実行委員長　上村　邦典

　立命館大学鹿児島県校友会は、今年設立４０周年を迎えるにあたり記念大会方針「先輩校
友が築いてきた立命館大学鹿児島県校友会の設立４０周年を祝い、若手・女性校友をはじめ
とする全世代校友間の交流親睦を促進して鹿児島県校友会のさらなる飛躍の契機となる大会
を目指す」を定め、記念大会実行委員会を設置して準備を進めてまいりました。
　本日ここに吉田総長、村上会長をはじめとするご来賓、九州・沖縄地区校友会校友、関西
三大学の鹿児島県ご関係者そして多くの鹿児島県校友会校友のご参加をいただき、盛大な会
となりましたことを先ずもって感謝申し上げます。
　昨年の「校友の集い」後、当校友会設立４０周年に向けた動きを開始し、今年４月に実行
委員会を組織、６月には初回案内書により大会参加呼びかけや大会誌広告募集、商品販売な
どを多くの校友のご協力により行うことができました。これもひとえに校友一人ひとりの母
校への思いと情熱の結果だと思います。
　歴史を基に拡大進化している母校立命館は我々一人ひとりに自信と希望を与えてくれます。
40周年という節目を迎えられたことを先輩校友に感謝しつつ、若手校友や女性校友がもっと
活躍できる鹿児島県校友会を目指し、母校立命館とともに発展していきたいと考えます。
　長期間にわたる活動に汗をいとわなかった校友と本日ご列席いただきました皆様に対して
重ねて御礼を申し上げますとともに、母校立命館の発展とご列席の皆様のご健勝をお祈り致
します。
　本日は誠に有難うございました。

おかげさまで４０周年
校友一人ひとりの母校愛に支えられて

鹿児島県校友会設立40周年の節目を
さらなる飛躍の契機に
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鹿児島県校友会 40年のあゆみ
　(昭和47年～平成27年）

不定期で校友の交流、懇親会はひらかれていた

その後、校友会鹿児島県支部の活動は休眠状態

松村博久氏(S33 理工・昭和39年 鹿児島大学に赴任)が休眠状態であっ

た「校友会鹿児島県支部」の再結成を藤本宗司郎氏(S19 経済)、田平

紀男氏(S42法・45院)、脇田昭生氏(S38 理工)と協議

1月19日に30人の校友出席で「再結成準備会」を開催、支部再発足の

賛意を確認し、初代支部長に藤本宗司郎氏 (19 経済)を推薦（ 会場:高

見橋 萩乃)

8月3日当時の細野武男総長を迎えて、第一回「立命館大学鹿児島県支

部総会」を約40名の校友出席で開催、初代支部長に藤本宗司郎氏を選

出 (会場:天文館 林田ホテル)

8月17日「鹿児島県支部10周年記念大会」開催 (会場: 林田ホテル)

松村博久氏(S33 理工)が支部長に就任

12月3日「鹿児島県支部20周年記念大会」開催 (会場: 城山観光ホテル)

支部を「鹿児島県校友会」と改称、松山保氏(S35 法)を会長選出

* ゲスト歌手　大野実佐子さん(校友)、古田選手グッズオークション

5月20日立命館アジア太平洋大学(APU)開学祝賀ツアー

一泊二日 約60人 (校友・校友ファミリー)参加

12月3日(土)　長田豊臣総長を迎えて設立30周年記念大会開催

「記念講演会」川端義明氏(S50 法) (南日本新聞ホール)

「校友会設立30周年記念祝賀会」(鹿児島サンロイヤルホテル)

新会長に 福元寅典氏(S47 経済)を選出、新役員体制発足

* 校友130名

　来賓21名

　APU学生5名

　が出席

10月30日(土)「オール立命館校友大会 in 福岡」が開催(ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊｲｱｯﾄﾎﾃﾙ)

鹿児島県校友会からは、95名の校友・同伴者が参加

平成12年

平成17年

平成22年

～昭和39年

昭和47年

昭和50年

昭和50年

昭和60年

平成7年
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12月 立命館大学鹿児島県校友会 VS 同志社大学校友会鹿児島県支部

親善ゴルフ大会がスタート

(平成26年11月で４回大会まで継続中)

4月「立九会」 (九州地区校友会ゴルフ大会)がスタート

初回は大分県別府市で開催

同時に「九州女子会」もスタート。九州地区の男女問わず参加できる

小旅行(ハイキングによる名所めぐり)

5月 第3回立九会・九州女子会を鹿児島県校友会主催で霧島で開催

＊立九会（高千穂ＣＣ  参加２０人）

＊九州女子会（えびの高原池めぐりハイキング  参加１５人）

「未来人財育成基金」募集で県下地区懇談会を開催

  9月  5日　大隅地区懇談会  (リナシティかのや)

  9月19日   姶良・霧島地区懇談会 (ホテル 京セラ)

10月10日　川薩地区懇談会 (川内ホテル)

4月13日(水) 鹿児島県校友会設立40周年記念大会  第1回実行委員会

記念大会へ向け、活動を開始する

11月7日(土)

「鹿児島県校友会設立40周年記念大会」(城山観光ホテル)

平成23年

平成24年

平成26年

平成26年

平成27年
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平成27年度　立命館大学鹿児島県校友会　総会

会次第
1 開会のことば
2 黙   祷
3 校歌斉唱
4 鹿児島県校友会長挨拶
5 来賓紹介（順不同）

学校法人 立命館  総長 吉田　美喜夫 様
立命館アジア太平洋大学  副学長 様
立命館大学校友会  会長 様
立命館大学校友会  副会長（新潟県校友会会長） 様

立命館大学校友・父母課　課長
（立命館大学校友会事務局長）

立命館大学校友・父母課   朴　 秋香 様
学校法人 立命館  総務部次長 中上　晶代 様
立命館アジア太平洋大学  事務局長 様
学校法人 東明館学園 東明館中学校・高等学校 校長 様
学校法人 東明館学園  法人事務局長 様

6 来賓挨拶
立命館大学校友会  会長 様
立命館アジア太平洋大学  副学長 様

・祝辞、講演

　　演   題 「母校立命館の今、そしてこれから」

講師 吉田 美喜夫 (よしだ みきお) 総長

学歴

1972年3月 立命館大学一部法学部法学科卒業

1974年3月 立命館大学大学院法学研究科民事法専攻博士課程前期課程修了

1977年3月 立命館大学大学院法学研究科民事法専攻博士課程後期課程単位

取得退学

2008年9月 博士 (法学、立命館大学)

学内職歴

1977年4月 立命館大学法学部非常勤講師

1981年4月 立命館大学産業社会学部助教授

1990年4月 立命館大学法学部教授

2004年4月 立命館大学大学院法務研究科教授

2015年1月 立命館大学総長就任 (現在に至る)

7 議事
・活動報告
・会計報告、監査報告
・役員改選、会則改訂
・新旧役員挨拶
・感謝状贈呈
・その他　　青年部結成準備他

8 閉会のことば

平田　純一

村上  　健

村上　健治

講 演 会

講師紹介　

平田　純一

様

小野　守通

村上　健治

小畠　敏夫
前田　秀敏

大場　茂生
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立命館大学 鹿児島県校友会 年間活動報告
　( Ｈ２６.１１.１～Ｈ２７.１０.３１）

鹿児島県校友会総会＆校友の集い（プラザＮ）

* 来賓、校友、同伴者 80余名参加

* 講演会　福元 ゆみ氏（ﾌﾚﾝｽﾞFMﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨｰ・福元会長ご息女）

* 歌唱披露(懇親会)　桜井 まみ 校友(H16 文)

第４回同立戦ゴルフコンペ(鹿児島ガーデンゴルフ倶楽部)

前年の団体戦で敗北したため、「立同戦」ではなく「同立戦」

参加者：同志社６人　立命館８人

団体戦成績 ：

同志社（６人平均NET）７４.9

立命館（８人平均NET）７７.9

残念ながら、来年も「同立戦」です

新年度  第１回拡大幹事会（清たき）

* 校友の集い総括、新年度の取組みについて

　役員、校友の17人が出席

　

役員会兼新年会（みきちゃん）

酒匂正樹 校友(S49経済)のお店に役員8人が集合

関西学院大学同窓会鹿児島支部総会＆新年会（南洲館）

* 植村 副会長出席

全国都道府県校友会代表者会議（衣笠Ｃ）

* 福元 会長、前迫 副会長、廣庭 副会長、上村 記念大会実行委員長、

　栫井 事務局次長、佐々木一誠 校友が出席

校友会未来人財育成基金 ＲＦＳ・ＲＦＳリーダーズ会議（朱雀Ｃ）

* 福元 会長、廣庭 副会長、前迫 副会長出席

H27.01.19（月）

H27.02.22（日）

H27.02.08（日）

H27.02.21（土）

H26.11.26（水）

H26.11.08（土）

H26.11.24（月）
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さんしゃ九州 校友の集い（熊本市　喜楽）

* 大学、校友会、九州各県より29人が参加

* 廣庭 副会長、栫井 事務局次長出席

本年度  第２回拡大幹事会（プラザＮ）

* 設立４０周年記念大会の組織体制、案内書、企画事業について

　役員、校友の20人が出席

鹿児島県校友会設立40周年記念大会  第1回実行委員会（清たき)

* 記念大会の概要及び校友への案内について

　実行委員 19人が出席

第4回「立九会」「九州女子会」＆「BBQ(ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ)大会（熊本）

立九会：阿蘇東急ゴルフクラブ / 女子会：黒川温泉　散策・入浴

B B Q ：水前寺   9人の校友・同伴者が参加

鹿児島県校友会設立40周年記念大会  第2回実行委員会（清たき)

* 立命館大学校友会報「りつめい」(夏号)に同封する初回案内概要

　実行委員 20人が出席

記念大会実行委員役員会（花車） 担当8名参加

* 記念大会申込現状確認、広告募集について

記念大会実行委員部会（よかセンター鹿児島）　１２名参加

* 記念大会申込・広告・商品販売状況報告、時間割等 打合せ

役員会（よかセンター鹿児島）

本年度  第3回拡大幹事会（よかセンター鹿児島）

オール立命館校友大会 2015 in OIC 大阪いばらきキャンパス

* 福元会長、前迫副会長、上村副会長、栫井事務局次長参加

実行委員会責任者会議（よかセンター鹿児島）

「鹿児島県校友会設立40周年記念大会」(城山観光ホテル)

H27.10.20（火）

H27.11.07（土）

H27.10.11（日）

H27.09.15（火）

H27.09.30（水）

H27.09.09（水）

H27.02.28（土）

H27.07.29（水）

H27.06.17（水）

H27.03.11（水）

H27.04.13（水）

H27.04.13（水）
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自 平成26年11月 1日

至 平成27年10月31日

【収入の部】

 平成26年11月8日 「校友の集い」 (会場：プラザＮ) 

 54,000(年会費),412,000(懇親会費)、26,000(寄付金)

 20,000(本学御祝金)、10,000(校友会御祝金)、20,000(APU御祝金)

 100,000(校友会賛助金11/10)、209,760(全国代表者会議2/21)

 50,000(RFS奨励金2/27)、136,320(全国校友大会OIC)

 107,400(校友11/4,1/13,3/11,6/17,8/8,9/14,9/30)、

 178,000(ナカムラ12/4,7/29,8/8)

 137(4/6)、131(10/1)

【支出の部】

 513,000(総会・懇親会/プラザN)、3,240(桜井校友花代)

 6,000(三次会ご来賓分)、20,000(講師謝礼)、7,000(校友会報作成)

 160,000(2/21代表者会議4人分)、100,000(全国校友大会OIC3人分)

 1,000(10/11CD購入)

 46,000(拡大幹事会補助11/26,3/11,9/30)、8,000(役員会1/19)、

 52,430(実行委員会4/13,6/17)、4,978(電報代4/13)、12,910(案内書

 作成5/11,8/26)、20,614(同封手数料6/3,9/1)、3,000(篠原氏送別

 7/29)、3,400(会議室料9/9/9/15,9/30,10/20)、5,830(リボン胸章

 10/7)

 25,680(産社九州校友の集い２名分,2/28）、70,000(立九会・女子会・

 BBQ大会5/23)

 3,000(関学総会出席2/8)、3,000(同志社総会出席9/5)

 3,000(関大総会出席10/24)

 648(ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ)、13,486(切手代11/4,4/6,7/30,8/4,8/28,9/29,10/5)、

 2,100(名刺代11/4,2/21)、9,400(RFS資料郵送11/10,12/4,、2,160(振

 込手数料11/10,6/3,9/1)、400(印紙代11/23,10/19)、20,772(事務用

 品2/23,4/7,5/28,8/28,10/1)、8,550(封筒２種類）、2,860(はがき

 5/26,9/10)1,880(同封物発送6/3,9/4)、34,856(郵送代6/23,9/7)、

 カード再発行1,030(10/7)、30,000(事務局費)

 23,436(11/10)、68,094(12/12)、15,713(7/13)、30,378(8/8)

 16,760(9/14)、3,142(10/13)

立 命 館 大 学 鹿 児 島 県 校 友 会
平成26年度  収支報告書

備　　　考

前期繰越金 1,083,445

2,407,193収入計

科　　目 決算額

総会徴収金 542,000

物品販売 285,400

利息・雑収 268

本学補助金 496,080

備　　　考

総会・懇親会費 549,240

活動費(本学関連) 261,000

科　　目 決算額

157,162

活動費(九州関連) 95,680

活動費(県関連)

交際費 9,000

事務通信費 128,142

物品仕入 157,523

支出計 1,357,747
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平成２７年度 立命館大学鹿児島県校友会 役員改選案

【 地区幹事 】

 荒川  文男 S19理工  渡 博文 S33法

 松村  博久 S33理工  松山 保 S35法

 福元  正人 S38法  堀之内保典 S43文

 西元  泰光 S44産社  福元 寅典 S47経済

 種子田  敬 S49産社

南日本新聞社  中原  克巳 H04 産社

顧   問

 山内 省吾 S48 産社

産社

 薗田  寛允 S48 経営

 入枝  利之 S37 理工

 道場  益男 S61 法

 真茅  芳秋 S48 文

 岩切  昭彦 S42 経営

 峠坂  洋昭 H11 法

 国澤  浩 S60 経営

川薩地区

 木谷  勉 S49

 前山  雄介 H18 経営

南薩地区

南日本銀行  吉留  昌彦 S63 経済

南日本銀行  下津  昭則 S60 経営

鹿児島銀行  廣田  信也 H08 経営

鹿児島銀行  徳重  梢 H19 政策

 西村  和人 S46

 未定

鹿児島市役所  峰山  秀樹 S55 産社

鹿児島県庁

 渡  博文 S33 法

 河島  正範 S48 理工

 雪田  倫子 H20 文

職域幹事

 楠原  真一 S59 経済

 松田  英津子 H19 経済

熊毛・奄美地区

 城ノ下  八郎 S46 経済

 美坂 康人 H07 経営

姶良・霧島地区

役職 氏名 卒年

大隅地区

産社

 末吉  剛士 H18 経済

 佐々木  一誠 H24 院法

 小林  真裕美 H12 政策

 牧瀬  祥一郎 H17 院法

 木下  まどか H11 産社

 宿口  博史 H12 政策

 大野  純一 S53 法

 川畑  玲子 H09 経済

 有村  健一 S52 経営

 木原  浩二 S53 産社

 中園  慶子 S51 経営

S42 法

 生駒  正明 S49 法

 女性代表幹事

役職

 女性代表幹事 H19 経済 西中  貴子

氏名 卒年 学部

 長里  恵子 S45 文

監      事  吉留  昌彦 S63 経済

 酒匂  正樹 S49 経済

鹿児島市

 若林  真一 H13 経営

学部

 吉村  賢一 S44 産社

 九万田  昭 S48 文

 田平  紀男

監      事  下津  昭則 S61 経営

事務局長  栫井  昭広 S53 産社  前事務局次長

幹 事 長  上村  邦典 S51 経営  県校友会設立40周年実行委員長

副 会 長  日笠山  繁樹 S60 法  前幹事長、鹿児島市・南薩地区担当

副 会 長  伊崎田  順一 S50 経済  大隅地区担当

副 会 長  川窪  宏一 S51 産社  鹿児島市・川薩地区、熊毛・奄美地区担当

副 会 長  植村  眞一郎 S51 理工  霧島・姶良地区担当、ｽﾎﾟｰﾂﾚｸ担当

副 会 長  廣庭  　淳 S51 産社  地区担当総括、ＲＦＳ担当

役職 氏名 卒年 学部 備考

会　　長  前迫  栄二郎 S52 経営  前副会長
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立命館大学 鹿児島県校友会 会則 案

第 1 章　総　　則

第 1 条　この会は、立命館大学鹿児島県校友会と称する。
第 2 条　この会は、立命館大学出身の鹿児島県在住者等をもって組織し、会員相互
　　　　 の親睦をはかり、あわせて母校の発展に寄与することを目的とする。
第 3 条　この会は、前項の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1) 会員名簿の作成整備
 (2) その他この会の目的を達成するために必要な事業 

第 4 条  この会は、事務局を会長指定の場所におく。
　　　　事務局住所　鹿児島市坂之上３－１１－１６　栫井 昭広気付

第 ２ 章　役　　員
第 5 条  この会の運営のため、総会において次の役員を選出する。

(1) 会長　　　　　　1名
(2) 副会長　　　　　若干名
(3) 幹事長　　　　　1名
　 (会長が必要と認めた場合は副幹事長を選出する)
(4) 事務局長　　　　1名
 　(会長が必要と認めた場合は事務局次長を選出する)
(5) 幹事　　　　　　人数に制限なし
(6) 監事　　　　　　2名

第 6 条  役員は、次の任務を行う。
(1) 会長は、この会を代表し、会の業務を統括し、総会の議長となる。

(2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき代行する。
(3) 幹事長は、この会の運営を統括する。
(4) 事務局長は、会運営の事務と会計を主管する。
(5) 事務局次長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故あるとき代行する。
(6) 幹事は、各地区及び職域の会員を掌握し、会の運営にあたる。
(7) 監事は、この会の会計並びに執行状況を監査する。

第 7 条  役員の任期は２年とする。ただし、再選をさまたげない。
第 8 条  この会に顧問をおくことができる。

              2  顧問の委嘱は会長が行う。
第 ３ 章　会　　計

第 9 条　この会の経費は、会費並びに寄付金その他の収入をもってこれにあてる。
          2  会費は年会費と終身会費の2種とする。
          3  年会費は 1,000円とする。
          4  終身会費は 20,000円とする。

第 ４ 章　総　　会
第10条　定例総会は、年１回開催する。
         2  会長が必要と認めたときは、臨時総会を行う。

第 ５ 章　会 則 の 改 正
第11条　この会則の改正は、総会において出席者の3分の2以上の同意により議決
　　　　 する。

附　　則
1 その他必要な事項については、立命館大学校友会会則を準用する。
2 この会則は、昭和50年8月3日から施行する。

改正履歴
昭和50年8月3日制定 平成元年8月5日改正 平成17年12月3日改正
昭和59年8月23日改正 平成3年8月3日改正 平成27年11月7日改正
昭和61年8月5日改正 平成15年12月4日改正
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立命館大学鹿児島県校友会  設立４０周年記念祝賀会

会次第
1 開会のことば

2 ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ ｱﾄﾗｸｼｮﾝ 津軽三味線演奏　鈴木  利枝  校友 (H21 APU)

プロフィール次頁参照

3 来賓紹介（順不同）
立命館大学福岡県校友会  会長 清家　邦敏 様
　　　　　同　　　　　  副会長 久間　康弘 様
　　　　　同　　　　　  事務局長   藤 　厚久 様
立命館大学北九州校友会  会長 藤田　卓也 様
　　　　　同　　　　　  幹事長 初村　雅敬 様
立命館大学佐賀県校友会  会長 白武　  悟 様
立命館大学長崎県校友会  事務局長  池田　真樹 様
立命館大学大分県校友会  副会長 直野　清光 様
　　　　　同　　　　　  事務局長 岩本　澄樹 様
立命館大学熊本県校友会  副会長 米本　直美 様
　　　　　同　　　　　  女子会幹事 古閑　友梨 様
　　　　　同　　　　　  事務局長 飯田　俊之 様
　　　　　同　　　　　  事務局次長 寺本　太郎 様
立命館大学宮崎県校友会  副会長 稲元　雅彦 様
　　　　　同　　　　　  副会長 橋口　剛和 様
立命館大学沖縄県校友会  副会長  比嘉　武宏 様
同志社大学校友会鹿児島県支部  副支部長 様
関西大学鹿児島千里会  副会長  様
　　　　　同　　　　  幹事  地村   忠彦 様
関西学院大学同窓会鹿児島支部  支部長 徳田　 穣 様
　　　　　同　　　　　　　　  幹事 脇黒丸  陽一 様

4 来賓挨拶 立命館大学校友会  副会長
( 立命館大学新潟県校友会  会長 )
東明館中学校・高等学校 校長 小畠　敏夫 様

5 歌唱披露　 桜井まみ 校友 (H16 文)

6 乾 杯 立命館大学福岡県校友会  会長 清家　邦敏 様

7 アトラクション 津軽三味線 鈴木利枝 校友 (H21APU)

Belly Dance 木下まどか 校友 (H11 産社)

8 校友紹介 松村  博久 (S33理工) 2代目会長 鎭守　正和 (S58 経営) 横浜市

(敬称略)   渡　博文 (S33 法) 奄美大島 橋口　昭夫 (S59 文) 屋久島

松山　保　(S35法) 3代目会長 下別府  亮  (H22 理工) 北九州市

入枝  利之 (S37理工) 奈良県

9 抽選会

10 応援歌斉唱

11 閉会のことば

有馬   正雄
時任   博幸

小野　守通 様

※ 二次会会場 ３Ｆパーティーホール（入口で会費¥2,000徴収） 
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アトラクション演者　プロフィール

津軽三味線

鈴木利江 (すずきとしえ) 名古屋出身

１９９７ 三味線を始める

２０００ 名古屋から本場の青森県に三味線修行のため移住、津軽中学校に転校

０２～０４ 高校に進学せず、アジア各国（ネパール、インド、カンボジア等）を旅する

２００３ 津軽三味線コンクール全国大会（東京日比谷公会堂）一般の部（最年少）優秀賞

大学入学資格検定試験合格

２００５ 立命館アジア太平洋大学入学（新入生代表）

２００６ 第８回別府アルゲリッチ音楽祭出演（和楽器初）

２００７ ＮＨＫ文化センター津軽三味線講座講師を１年間務める

２００８ 津軽三味線全国大会（神戸・大阪）女性の部　優勝

赤坂ブリッツＮＰＯ団体「学校を作る会」のチャリティーコンサートに出演

２００９ 立命館アジア太平洋大学卒業

アクロス福岡（シンフォニーホール）でミニコンサート

アメリカ、オースチン日米協会の招きで渡米、ソロコンサート、ＦＭラジオ出演

など１ヶ月間アメリカで活動する

２０１０ 紀尾井ホールでの「鐡心太鼓公演」ゲスト出演

フジテレビ系列の「ドキュメント九州」で３０分間、２００９年の活動が放送

一週間、観光庁の事業として別府市ＰＲで上海万博日本館ステージソロ演奏

津軽三味線全国競技会（名古屋）女性の部　優勝

１２～１4 主宰する三味線教室「和心」が全国大会団体の部で入賞

２０１３ ＣＤアルバム [和心] をリリース

２０１４ 津軽三味線全国大会（神戸）一般の部　文部科学大臣賞（優勝）

津軽三味線全国コンクール（大阪）大賞の部　優勝

和心５周年公演（芝居小屋）

２０１５ 津軽三味線全国コンクール全国大会（日比谷公会堂）優勝

連絡先 ０８０－３１８５－６２８６

メール syamie@silk.plala,or.jp

ブログ http://blog.syamie.com/

Ｈ Ｐ http://syamie.com/
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(2014年ノーベル平和賞受賞演説)

　　「一人の子供、一人の教師、一冊の本、

　　　　　　　　　　そして一本のペン、それで世界は変えられます。

　　　教育こそがただ一つの解決策です。

　　　　　　　　　　エデュケーション・ファースト（教育を第一に）」

マララ・ユスフザイ

（毎月一口千円から）

立命館大学校友会は、母校ならびに未来を

信じ、未来に生きる後輩たちのために 福 元　寅 典
「未来人財育成基金」に取り組んでおります。

(昭和47年 経済学部卒業)
薩摩の地から未来への風を送りませんか。

広告協賛 御礼 

鹿児島県校友会設立４０周年記念大会誌の発行 

に際しまして、校友並びに関係者の皆様のご協力 

に心から感謝の意を表します。 
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Dalwa House③
大和ノヽウスグルザ

共 に倉Jる 。共 に生きる。

大和ハウスグループは、

グルニプシンボル「エンドレスハート」に

お客様と私たちの永遠の絆と

私たちグループの連帯感を託しました。

人・街・暮らしの価値共創カレニプとして、

私たちは社会に新しい価値を築いてまいります。

大和ハウスエ業株式会社 鹿児島支店
鹿児島市鴨池新町 12番13号 大和 ビル鹿児島 〒890-0064
丁e1099-252-1284建 設業許可番号。国土交通大臣許可(特-22)第5279号

Fax 099-257-0370宅地建物取引業者免許番号・国土交通大臣(14)第245号

kakoi_a
タイプライターテキスト

kakoi_a
タイプライターテキスト

kakoi_a
タイプライターテキスト

kakoi_a
タイプライターテキスト
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長方形



  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL  http;//www.arakawa.cc

  お問合せ E-mail  info@arakawa.cc

石が語る  石と遊ぶ  石のある風景 

石材製品加工 製作販売 石工事施工 

前迫石材株式会社 

専務取締役   

本  社 

〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目5-21 

TEL 099-261-9000  FAX 099-261-9001 

福岡営業所 

〒820-0011 福岡県飯塚市柏の森92-148 

TEL 0948-26-2205  FAX 0948-26-2208 

URL  http;//www.maesako-stone.com 

 前迫 栄二郎 
(昭和52年 経営卒) 

本港緑地公園噴水   

新西田橋   

鹿児島市中央公園   

代表取締役    前迫    実 

鉄  非鉄  ビン  古紙 プラスチック類 

エコロジー＆リサイクル 

株式会社 荒  川  商  店 

本  社 

鹿児島市新栄町４番８号 

TEL 099-254-4131  FAX 099-258-0191 

七ツ島事業所 

鹿児島市七ツ島１丁目２－４ 

TEL 099-261-9500  FAX 099-261-9501 

新川営業所 

鹿児島市新栄町２５－１４ 

TEL 099-251-6431  FAX 099-251-6432 

運 輸 部 

鹿児島市南栄４丁目１５－２ 

TEL 099-263-5765  FAX 099-266-0588 

RPF製造工場 

鹿児島市七ツ島１丁目３－２４ 

TEL 099-284-2886  FAX 099-284-2887 

家電ﾘｻｲｸﾙ工場 

鹿児島市南栄４丁目１５－２ 

TEL 099-263-5568  FAX 099-266-5567 

会       長  荒 川  文 男 (昭和19年 理工卒) 

代表取締役  荒 川  直 文 

広告②  17



米穀・米飯卸売（精米から炊飯まで）

鹿児島第一食糧販売株式会社

松 山 　保
（昭和35年法卒）

かわくぼ住宅は、鹿児島市中央駅周辺のアバート・マンション・駐車場のほか、テ

ナント・店舗等の不動産仲介、売買を行っております。 

鹿児島市中央町、上之園町、武、西田、荒田方面の不動産物件をお探しの方は、お

気軽にご相談ください。 

〒890-0053 

鹿児島市中央町16-9  

TEL 099-253-3336   FAX 099-256-9151 

代表取締役    川 窪   宏 一 
(昭和51年 産社卒) 

E-mail:  kawakubo@kawakubojutaku.co.jp 

URL  http;//www.kawakubojutaku.co.jp 

代表取締役 

会   長 

本社・工場 

〒899-5652  鹿児島県姶良市平松4136-1 

TEL 0995-66-9770(代)   FAX 0995-66-2202    

E-mail:  d1food@po4.synapse.ne.jp 

城南フーズ事業部 

鹿児島 

TEL 0995-67-0104        FAX 0995-67-0107 

都   城 

〒885-0012  宮崎県都城市上川東1丁目8-6-1   

TEL 0986-24-3447        FAX 0986-24-9423 

E-mail : m.jyonan-f@chorus.ocn.ne.jp 
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み く に 幼 稚 園
みくにキッズ保育園

宮 司

園 長

薩 摩 一 の 宮 

〒895-0065 

鹿児島県薩摩川内市宮内町1935-2 

TEL 0996-22-4722 

FAX 0996-22-4799 

学校法人新田学園 

〒895-0061 

鹿児島県薩摩川内市御陵下町11-9 

（新田神社下） 

TEL 0996-22-3974 

FAX 0996-22-3575 

種子田 敬 
(昭和49年 産社卒) 

労働・社会保険・労務管理の総合コンサルタント 

〒895-0012 鹿児島県薩摩川内市平佐町2995-1 

TEL 0996-25-1910 (代)  FAX 0996-27-0601 

榎  木  勉 

E-mail  enokisr-bsco@po5.synapse.ne.jp 

特定社会保険労務士 

代   表   取   締   役 
(昭和46年 経営卒) 

榎木社会保険労務士事務所 
厚労省認可  北薩労働保険事務組合 有限会社  ビジネスサポート 

峠 坂 洋 昭 

司法書士 

(平成11年 法卒) 

事務所 〒897-0215 南九州市川辺町平山6741-6  

          TEL 0993-78-3621 FAX 0993-78-3622 
E-mail  tougezaka.hiroaki@orchid.plala.or.jp 
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かみむら不動産コンサルタント 

上村邦典事務所 
〒890-0014   

鹿児島市草牟田2-35-81 

TEL 099-295-6848 

FAX 099-223-6678    

E-mail  kkamimura@po2.synapse.ne.jp 

http://www.kamimura-con.com 

上 村 邦 典 

行政書士 

(昭和51年経営卒) 

東京海上日動代理店 

アクサ生命代理店 アフラック募集代理店 

有限会社 庄司保険事務所 

事務所 〒892-0802 鹿児島市清水町15-22-103 

      TEL 099-248-5671 FAX 099-248-5672 

庄 司  教 克 

E-mail  n-shoji@vesta.ocn.ne.jp 

牧瀬 祥一郎 (平成17年 院法卒) 

http://asahi-lawoffice.net 

弁護士 

□ 鹿児島事務所 

〒892-0844  鹿児島市山之口町12-14 太陽生命鹿児島ビル4F 

TEL 099-216-5010  FAX 099-216-5005 

E-mail:  soudan@asahi-lawoffice.com     

日笠山司法書士事務所 

事務所  〒890-0052   

鹿児島市上之園町18-31 
TEL 099-285-2533 

FAX 099-285-2544    

E-mail  bxk07065@nifty.ne.jp 

日笠山 繁 樹 

司法書士 

(昭和60年法卒) 
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文化シャッターＯＢＸ

せから しか会Ｇ Ｃ

藺牟田カップＧＣ

小 野　生 長
(昭和46年 産社卒)

(昭和53年 産社卒)

立命映サ所属
学生時代の実際のチケット画像です
(40年間、保管していました)

封切館はめったに行けなかった

京一会館と祇園会館の三本立て

格安弐番館が楽しみだった

栫井　昭広

入来院 元彦 
(昭和30年 経済卒) 

［ 薩摩狂句 ］ 

禿た程 安しか床屋が 有れば良て 

はげ しこ や あ え 

外孫を 叱っ時きゃ周囲ゆ 見まわせっ 

そとまご が と ぐる 

百年の 黒瀬ん杜氏の 技を飲っ 
ひゃっねん くろせ とっ わざ  ぬ 

上戸下戸が 焼酎と煎餅で 箸戦しっ 
じょごげご しょちゅ せんべ なんこ 

母校愛 あるなら集え 若者よ 

［ 川 柳 ］ 

なびかせよ 紅の旗を 城山に 

えんじ 

つど 

 祝 立命館大学鹿児島県校友会 設立４０周年 

鹿児島市役所   立命館大学OB会 

〒892-0816 

鹿児島市山下町16-12 木庭ビル2F 
  TEL 099-226-8858 

  FAX 099-226-8602    

(平成20年 院法卒) 

   弁護士 安田 周平 

http://yasuda-lawoffice.com/ 

鹿児島で36年の実績と信頼 

事業承継・労使問題等の企業案件から相続・交通 

事故等の個人案件までお気軽にご相談下さい 
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south@ceres.ocn.ne.jp

社会保険労務士

西村　和人
(昭和46年 産業社会学部卒業)

指宿市山川岡児ケ水1759

TEL 0993-35-0528

〒891-0122 

鹿児島市南栄3-15-7 
  TEL 099-269-5888 

  FAX 099-267-1935    

有限会社 大和砂糖 

三糖子（さとこ） 
2008年 (社)鹿児島観光連盟会長賞 

(3種類の砂糖の詰合せ) 

前山 雄介 
(平成18年 経営卒) 

かのやイベント協議会 

〒893-0015   

鹿児島県鹿屋市新川町600番地 

       鹿屋商工会議所2F 
     TEL&FAX  0994-42-6690 

伊 﨑 田 順 一 

アドバイザー 

立命館大学鹿児島県校友会 

鹿屋・大隅地区 幹事 

居酒屋 みきちゃん 

〒891-0175 

鹿児島市桜ケ丘4-14-23 

(市住29棟前) 
TEL 099-265-0992    

酒匂 正樹 

刺身・焼き物・揚げ物 
なんでもござれ！ 

(昭和49年 経済卒) 

駐車場完備 

桜ケ丘のオアシス 

 ステンレス及金属加工の事なら 

㈱サニーステンレス製作所 

代表取締役   實 方 等 
      (昭和48年 理工卒) 

〒890-0073 鹿児島市宇宿２-２０-２０ 

       TEL  099-255-1246   

       FAX  099-255-1247 

E-mail  sunny-stainless@marble.ocn.ne.jp 
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(222) 

鉄板料理居酒屋 「 達 」 

〒892-0844  鹿児島市山之口町7-45 
(高見馬場電停徒歩5分) 

TEL 050-5788-5350    

〒892-0844  鹿児島市山之口町9-51 
(高見馬場電停徒歩3分) 

TEL 050-5788-5351    

宇根 達一朗 
(平成12年 法卒) 

鹿児島牛ステーキ鉄板焼居酒屋 

「清たき 達ｈａｎａｒｅ」 

天文館にお越しの際は 

ぜひお立ち寄りください 
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に

お問合せ  0120-52-0167

校友会報 りつめい No258 2014 OCTOBER  から抜粋 

株式会社 奄美大島開運酒造 

営業本部 

奄美市名瀬矢之脇町10-12 

TEL: 0997-52-0167 

黒糖焼酎製造場(本社) 

大島郡宇検村湯湾2924-2 

TEL: 0997-67-2753 
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発 行

　   会  長   福元  寅典

事務局  鹿児島市中央町16-9 かわくぼ住宅㈱内

           川窪  宏一          

TEL 099-253-3336　FAX 099-256-9151

携帯(川窪) 090-3882-2765

 E-mail: kawakubo@kawakubojutaku.co.jp

記念大会誌 編集責任者 栫井  昭広

* 連絡先に変更があった場合は、

                               事務局へお知らせください

立命館大学 鹿児島県校友会


